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夢に向かって

守谷市長 会田 真一

第２３回守谷市青少年海外派遣も，多くの皆様の御協力により無

事に終了いたしました。マインブルク市への青少年の派遣は，この

夏で７回目となりました。ライザー市長はじめ，派遣団を快く迎え

てくださったマインブルク市民の皆様，また，ホストファミリーの

中には以前にも団員を受入れてくださった方も見受けられ，いつも

と変わらぬあたたかいおもてなしに，心より感謝の意を表したいと

思います。

今回，参加された皆さんは，ホストファミリーの優しさ，温かさ

に包まれて有意義な日々を過ごし，マインブルク市民の心からの歓

迎に触れ，多くの人たちへの感謝の気持ち，意思を伝え合うことの

喜びと大切さ，そして言語を越えた人の繋がりを改めて感じたこと

でしょう。また，ドイツの数々の歴史的建造物を見る中で歴史の重

みを実感できたかと思います。

団員の皆さんにはこの１２日間を通じて得た貴重な体験をいかし，

自らの夢の実現に向かって歩んでいってもらいたいと思います。そ

して，今後もホストファミリーとの交流を大切にしていただき，異

文化への理解と友情の絆をより一層深められることを期待しており

ます。

最後になりましたが，本事業を実施するにあたり御協力をいただ

きました守谷市国際交流協会をはじめとする関係者の皆様に心から

感謝申し上げ，御挨拶といたします。
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友好の架け橋へ

守谷市国際交流協会会長 小川 一成

第２３回守谷市青少年海外派遣事業が，無事成功のうちに終えら

れたことをお喜び申し上げます。

平成２年にこの事業が始まって以来，守谷市国際交流協会としま

しても全面的に支援，協力してまいりました。それは，当協会が目

標とする市民の交流を通しての国際交流という観点にこの事業が合

致しているためであります。

守谷市の代表として，何事も素直に順応できる１０代にヨーロッ

パの異文化や大自然，それ以上に異国の方々との心と心の触れ合い

を感じてきたことは，このうえない財産となったことでしょう。今

回，マインブルク市を訪問した皆さんは市民の気持ちに触れ，ドイ

ツという国に好印象を抱くとともに，お世話になったホストファミ

リーに対し，感謝の気持ちとともに帰国したことと思います。是非，

マインブルク市民の方々が来日する際には，守谷市のホストファミ

リーに参加していただき，イベント等にも参加をお願いしたいと考

えております。

平成２５年度は当協会も発足して２５周年を迎えることができま

した。１０月１日から７日にかけて当協会のメンバーがマインブル

ク市を訪れ，市長他，マインブルク市民と交流を深めてまいりまし

た。今後も異文化体験の機会を増やし，より広い視野をもって物事

を捉え，考えることのできる素晴らしい好機を提供するお手伝いを

続けてまいります。

最後になりましたが，守谷市と姉妹都市マインブルク市との交流

が益々発展することを祈念申し上げ，御挨拶と致します。
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第２３回守谷市青少年海外派遣団員名簿

●団員

氏 名 学 校 名 学 年

梅原
うめはら

佳
けい

吾
ご

茨城県立並木中等教育学校 高２

渡邉
わたなべ

公
こう

輝
き

茗渓学園中学校 中３

福岡
ふくおか

佑基
ゆ う き

茨城県立並木中等教育学校 中２

小菅
こ す が

寛生
ひ ろ き

守谷市立守谷中学校 中１

田中
た な か

稚子
わ か こ

専修大学松戸高等学校 高２

中村
なかむら

久留
く る

実
み

千葉県立柏南高等学校 高２

八反田
は ったん だ

風子
ふ う こ

茨城県立藤代高等学校 高２

井上
いのうえ

菜々
な な

美
み

茨城県立守谷高等学校 高１

藤森
ふじもり

里
り

桜
お

茨城県立土浦第一高等学校 高１

三宅
み や け

優奈
ゆ う な

茗渓学園中学校 中３

吉川
よしかわ

優依
ゆ い

守谷市立御所ケ丘中学校 中３

小島
こ じ ま

かえで 江戸川学園取手中学校 中２

●引率者

氏 名 所 属

渡邊
わたなべ

雄一
ゆういち

守谷市国際交流協会副会長

飯島
いいじま

和美
か ず み

守谷市役所生活経済部市民協働推進課
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事前・事後研修日程

月 日 時 間 内 容 場 所

13:30～13:40 事務連絡

13:40～15:00 自己紹介・日本や守谷を紹介しよう！

15:00～15:10 休憩

15:10～16:30 引率者との面接・ＤＶＤ鑑賞

16:30～17:00 市役所～いこいの郷へ移動（公用車）

17:00～18:20 入浴

18:20～19:00 夕食

19:00～21:00 フェアウェルパーティーについて

６月１５日

(土)

21:00～22:00 ミーティング

市役所

大会議室

↓

いこいの郷

（宿泊）

7:30 ～ 8:30 朝食

8:30 ～ 9:00 いこいの郷～市役所へ移動（公用車）

9:00 ～ 9:50 ドイツを知ろう！（生活習慣・会話など）

9:50 ～10:00 休憩

10:00～12:00 守谷市国際交流協会会員（派遣経験者）との懇談

12:00～13:00 昼食

６月１６日

（日）

13:00～15:00 フェアウェルパーティーについて

いこいの郷

↓

市役所

大会議室

13:30～13:40 事務連絡

13:40～14:50 ドイツを知ろう！（生活習慣・会話など）

14:50～15:00 休憩

６月２３日

（日）

15:00～17:00 フェアウェルパーティーについて

国際交流

研修センター

10:00～12:00 ダンス練習

13:30～13:40 事務連絡

13:40～14:50 ドイツを知ろう！（食習慣）

14:50～15:00 休憩

７月７日

（日）

15:00～17:00 フェアウェルパーティーについて

国際交流

研修センター

9:30 ～ 9:40 事務連絡

9:40 ～12:00 ドイツを知ろう！（まとめ）

12:00～13:00 昼食

13:00～16:50 フェアウェルパーティーについて

７月２１日

（日）

16:50～17:00 事務連絡

国際交流

研修センター

9:30 ～10:20 反省会

10:20～10:30 休憩

10:30～11:00 報告書資料確認

８月１７日

（土）

11:00～11:30 解散式

国際交流

研修センター



海外派遣日程

日 月日（曜） 発着地/滞在地名
発着

現地時間
交通機関 行 程

守谷市役所 07：30 壮行会

守谷市役所 発 08：00 専用バス 専用バスにて成田空港へ出発

成田空港 発 11：55 AF275 空路，フランス（パリ）へ

･･･日付変更線通過･･･

1
７月２９日

（月）

パリ 着 17：15 専用バス 観光後，ホテルへ 《パリ 泊》

2
７月 30 日

（火）
パリ 終 日 専用バス

パリ市内観光

オルセー美術館，エッフェル塔，凱旋門，

シャンゼリゼ通り，ノートルダム寺院，

コンコルド広場，観光後，ホテルへ

あ ああああああああああ 《パリ 泊》

半日，ベルサイユ宮殿半日観光

3
7 月 31 日

（水）

パリ

パリ 発

ミュンヘン 着

15：50

17：20

専用バス

AF1822

専用バス

空路，ドイツ（ミュンヘン）へ

到着後，ホテルへ 《ミュンヘン 泊》

4
８月１日

（木）
ミュンヘン 終 日 専用バス

終日，ミュンヘン市内研修

マリエンプラッツ，イギリス庭園，バー

バリアンフィルムスタジオ，アルテピナ

コテーク美術館 《ミュンヘン 泊》

5
８月２日

（金）

ミュンヘン

ミュンヘン 発

マインブルク 着

10：00

11：00

専用バス マインブルクへ

グリース広場にてホストファミリーと合流

《ホームステイ》

6

～

10

８月３日

（土）

～

８月７日

（水）

マインブルク

滞在
終 日

ホームステイにて交換学習

☆ ８月７日の夜は

フェアウェルパーティー

《ホームステイ》

11
８月 8 日

（木）

マインブルク

マインブルク 発

ミュンヘン 着

ミュンヘン 発

パリ 着

パリ 発

早 朝

06：35

07：35

09：35

11：35

13：30

専用バス

AF1423

AF276

空港へ

空路，フランス（パリ）へ

空路，成田へ 《機内 泊》

･･･日付変更線通過･･･

成田 着 09：00

成田 発 10：00 専用バス 成田到着後，専用バスで市役所へ12
８月９日

（金）
守谷市役所 着 11：30

12：00

市役所到着後，帰国報告会

解散

５
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ホームステイスケジュール

月日（曜） 時 間 行 程

11：00～

11：30～

12：00～

マインブルク市 Griesplatz 広場へ到着

市長との対面式（大室氏通訳）

ホストファミリーとの対面式
８月２日

（金）
18：00～ ウェルカムパーティー（BBQ）

終了後，各ホストファミリー宅へ

８月３日

（土）
終日 一日ホストファミリーと過ごす

８月４日

（日）
終日 一日ホストファミリーと過ごす

８月５日

（月）
7：00～18：00

ノイシュヴァンシュタイン城

シュタインガーデン

ヴィース巡礼教会

終日 一日ホストファミリーと過ごす
８月６日

（火）

８月 7 日

（水）

8：00～13：00

15：00～

17：00～

18：30～

ケールハイル，ヴェルテンブルグ修道院

フェアウェルパーティ準備

フェアウェルパーティ

フェアウェルディナー

８月８日

（木）

6：00～

6：35～

マインブルク市 Griesplatz 広場

ミュンヘン空港へ出発



7

ホストファミリー名簿

団員氏名 ホストファミリー

梅原
うめはら

佳
けい

吾
ご Steiger

シュタイガー 家族

渡邉
わたなべ

公
こう

輝
き Sentjurc

セントユールク 家族

福岡
ふくおか

佑基
ゆ う き Kollmannsperger

コルマンスペルガー 家族

小菅
こ す が

寛生
ひ ろ き Hundsdorfer

フンツドルファー 家族

田中
た な か

稚子
わ か こ Wagner

ワーグナー 家族

中村
なかむら

久留
く る

実
み

三宅
み や け

優奈
ゆ う な

Bauer

バウアー 家族

八反田
は ったん だ

風子
ふ う こ Selmeier

ゼルマイアー 家族

井上
いのうえ

菜々
な な

美
み Neumann

ノイマン 家族

藤森
ふじもり

里
り

桜
お Wilke

ウィルケ 家族

吉川
よしかわ

優依
ゆ い Oberstötter

オーバーシュテッター 家族

小島
こ じ ま

かえで
Hofbauer

ホーフバウア 家族

渡邊
わたなべ

雄一
ゆういち

飯島
いいじま

和美
か ず み

Schönhuber

シェーンフーバー 家族
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ドイツ・マインブルク周辺地図

面積 約３５万７，１２１ｋ㎡

人口 約８，０５２万人（2012 年末現在）

首都 ベルリン（Berlin）

ミュンヘン

ノイシュバンシュタイン城

ベルリン

ドレスデン

バイエルン州

面積 約６１．６５ｋ㎡

人口 １４，２１５人（2012 年末現在）

バイエルン州

マインブルク市

Stadt Mainburg

ドイツ連邦共和国

Bundesrepublik

Deutschland
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思 い 出 の 日 記
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宿宿宿泊泊泊研研研修修修 666 月月月 111555 日日日，，，111666 日日日

宿泊研修一日目，初めての集まりで少しみんな

緊張していました。自己紹介や各自の課題発表が

終わり，引率者との面接を一人一人行っている間，

フェアウェルパーティーについて少し話し合いま

した。みんな少しずつでしたが，意見を出し合い

行う事を決めました。そして，市役所からいこいの郷へ移動し，入浴，夕食，そし

て，話し合い。一日がとても忙しく感じました。

宿泊研修二日目，朝食を食べ市役所へ移動し，

ドイツの挨拶などの基本的なことを教えてもらい

ました。そして，その後は守谷市国際交流協会会

員の方たちからとても参考になる話を聞きました。

昼食を食べ，フェアウェルパーティーで披露する

ダンスの練習をしました。ダンスは少し難しかっ

たけど，みんなで頑張りました。（井上菜々美）

事事事前前前研研研修修修 666 月月月 222333 日日日，，，777 月月月 777 日日日，，，222111 日日日

6 月 23 日，フェアウェルパーティーのダンスの曲，High

School musical の We're all in this together がとても難しい。

ダンス初心者の自分にはとても難しく感じるが，みんなが教えて

くれるから安心。仕上がりがとても楽しみ！！

7 月 7 日，今日は研修が始まる２時間前にみん

なが集まってダンスの練習をした。みんなが集中

して練習したから仕上がりが早い。今日の研修で

は，国際交流員のヨークさんから教えてもらった

ドイツ語をテストした。みんな合格できたので，

ドイツに行ってもきちんと使えそうだ。

7 月 21 日，最後の事前研修，今日はフェアウェ

ルパーティーの練習を最初から最後まで通してやっ

た。全体的にまとまっていて，良い感じ。これなら，

みんなが感動できるフェアウェルパーティーになる

はず！！（小島かえで）
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777 月月月 222999 日日日 壮壮壮行行行会会会～～～成成成田田田空空空港港港

ついにこの時がきました！！待ちに待った，フラ

ンス，ドイツへの出発です。

みなさん，スーツケースの重量は大丈夫ですか

ー？？

成田空港からパリ空港まで約１２時間！とても長

いですが，これからの観光やホームステイに期待と

不安で胸を躍らせながら・・・いってきまーす！！

（三宅優奈）

777月月月333000日日日（（（パパパリリリ市市市内内内観観観光光光））） フフフララランンンススス

オルセー美術館では有名なゴッホの絵に始まり，

彫刻や家具など多くの作品を鑑賞しました。宗教画

がとても美しく印象に残っています。

凱旋門は上まで螺旋階段で登りました。その階段

がとても長く，途中に踊り場もないので運動不足の

私にはこたえました。登った上からはパリが一望で

き，最高でした。

ノートルダム寺院では，その建築の細かさ

に圧倒されました。中のステンドグラスも素

晴らしく，カメラを通すとその美しさが半減

されてしまうのが残念でした。日本のカテド

ラルとは比べものになりません。やはり本場

は違うなと思いました。コンコルド広場では，

ここでルイ 16 世やマリーアントワネットが

処刑されたのかと思うと歴史を感じました。

横にある公園では多くの人が本を読んだり犬

と戯れたりしており，文化の違いを感じました。パリは歴史がある良き街でした。

多くの人を受け入れているだけあって自由な街でした。ただ，道路にはごみが落ち

ていて治安は悪い

です。少しがさつ

な感じもしました

が，そんな所もま

た私は気に入りま

した。いつか必ず

訪れたいです。

（田中稚子）
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777 月月月 333111 日日日 パパパリリリ市市市内内内観観観光光光（（（パパパリリリ～～～ミミミュュュンンンヘヘヘンンン）））

私たちはフランス観光最後

の場所ベルサイユ宮殿へ向か

いました。私がバスを降りて

見たベルサイユ宮殿はとても壮大なものでした。

たくさんの観光客が並んでいましたが，団体予

約だったのですぐに中に入ることができました。

ガイドさんに案内され最初にヘラクレスの間，

豊穣の女神の間，ヴィーナスの間などたくさんの部屋があり，どの部屋の天井にも

とても美しく幻想的な絵がありました。私の中で一番印象に残ったのは鏡の回廊で

す。とても長い通路の天井にはルイ１４世の歴史が描

かれた絵画がありました。この回廊は王の広間と王妃

の広間を結ぶ通路でもあり，催し物や結婚式にも使用

されていたようです。また，鏡の回廊からは宮殿の庭

園を見ることができました。そこからの景色は本当に

綺麗なものでした。その後も王の寝室，王妃の寝室と

一部屋一部屋違った独特な雰囲気がありました。私た

ちはベルサイユ宮殿を出てドイツへと向かいました。

ドイツはフランスとはまた違った建築物

や街並みでとても自然豊かな場所でした。

ホテルに着くと夕食がすでに用意されてい

てドイツの食事は本当においしかったで

す！！（八反田風子）

8 月 1 日 ミュンヘン（市市市内内内観観観光光光））） ドドドイイイツツツ

四日目に観光したミュンヘンでは，歴史的建造物のほか

に近代的な建物も目につきました。また，自然に恵まれた

環境先進国だなと感じました。

最初に訪れたイギリス庭園も自然にあふれた公園でした。

素敵な場所で多くの人が憩いの場として利用し

ていました。公園での散歩の後，世界六大美術

館の一つアルテ・ピナコテークへ向かいました。

ルネッサンス時代の宗教画，バロック時代の貴

族文化，市民文化，ロココ調などの作品を鑑賞

し，オルセー美術館の印象派と両方を見ること

を通して芸術の歴史を学びました。
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その後，市役所の仕掛け時計を見ました。お

城のような外観の市役所に，私はとても驚きま

した。市役所が観光名所というのは面白いこと

だと思いす。市役所の地下でドイ

ツ料理を食べた後，ミュンヘンの

映画スタジオを見学し，映画の仕

組みセット等の説明を受けました。

興味深い話を聞くことが出来てよ

かったです。

ミュンヘンは中世と近世が，自然と工業がまじり合う興味深い町で

す。今回の観光でもその調和を感じることが出来ました。（藤森里桜）

8 月 2 日 ミュンヘン～マインブルク

ミュンヘンからマインブルクに移る際，私たちは緊張していた。ついに待ちに待

ったホストファミリーに会うからだ。マインブルクに到着すると，ピンク，黄色，

青のメルヘンな建物ばかりでとても可愛らしかった。着いてすぐ私たちはドキドキ

した気持ちでマインブルクの市役所に向かった。そして，副市長さんの仲介の下，

それぞれの家のホストファミリーに会った。わたしの所はお父さんと娘のダニエラ

が来てくれた。すごく優しく迎えてくれて嬉しかった。そして，これからどんな生

活が体験できるのだろうとワクワクした。（中村久留実）
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8 月 3 日～5日 ホームステイ

８月３日，ホップの博物館に連れていてもらった。そも

そも，このマインブルクと守谷の交流の発端はこのホップ

であったため，とても興味深いものであった。博物館の外

には実際にホップを栽培したものがあり，２ｍを超えるホ

ップの苗を体感することができた。中に入るとホップの栽

培工程，ルーツなどが多くの展示品やモニュメントから伺

えた。特に重要なことはホップを作ることが，マインブル

クの文化的な一部を担っていると

いうことである。各地で異なった

地ビールを製造して，多種多様の

文化をドイツで形成していったのはそれが理由であるだろ

う。その後，近くのレストランに行った。レストランは開

放的な場所であった。昼間からビールを飲んで語りあって

いる方々が多く見られた。食後，教会に行き，その壮大な

造りに圧倒された。夕方に市内を共に散歩した。赤レンガ

で統一された街並みは美しく，おとぎ話のような場所であ

った。

８月４日，隣町のプールに連れて行ってもらった。様子は日本とほぼ同じだが，

ウオータースライダーに年齢制限がないことと他の陸上スポーツができるような広

い場所が付属していることが異なっていた。

昼ごろ，ホストファザーが監督しているサッカー

チームの試合を観に行った。試合した場所は広い天

然芝で，ビールなどを販売する売店も付属していた。

観に来た大人の観客から５ユーロを徴収していたの

で，それを運営に当てているのであろう。

夜にはビアガーデンに行った。他のジュースやコ

ーヒーと同じ，または，それ以下の値段で多くの種

類のビールが売られていた。特徴的なことは，この

ビアガーデンが閉まるのが午後１０時だったことである。

８月５日，マインブルクの方々とノイシュバシ

ュタイン城に行った。ノイシュバシュタイン城は

ルードリヒ２世が都を離れ，閉鎖的に建てた城で

ある。城内には伝統的な趣向が施されていた。特

に局座の間では数えきれないほど多くの蝋燭を灯

す台があり，華やかなものであった。外は様々な

コースがあり，あらゆる角度から城を眺めること

ができるようになっている。（梅原佳吾）
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8 月 6 日～7日 ホームステイ

8 月 6 日，アウディの博物館に連れて行ってもら

いました。歴史的にも貴重な車やバイクがたくさん

展示されていました。その中でも僕は実際にレース

で使われ，傷だらけのレースカーに目をひかれまし

た。その車たちからは何とも言えない覇気のような

ものを感じ，目を奪われました。

8 月 7 日，ドイツ最終日，午前中はみんなで

ケールハイムへ行きました。船乗りはドイツの

風と自然を感じることができ，ヴェルテンブル

ク修道院の内装は厳かな雰囲気を漂わせていま

した。

午後はフェアウェルパーティーで，ダンスや

ゲーム，歌，サンキューメッセージを披露しま

した。ダンスはとても好評で，ゲームの雑巾が

けレースやアルゴリズム行進は，マインブルクの人も一緒に楽しみました。サンキ

ューメッセージのところではみんな泣いてしま

い，最後の歌はあまり歌うことができませんで

した。食後は音楽学校の校庭でサッカーやバレ

ーボールをして，みんなで楽しく遊びました。

マインブルク最後の夜はホストファミリーと一

番仲良くなることができたところで，終わって

しまいました。（渡邉公輝）
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8 月 8 日 マインブルク～ミュンヘン～パリ

ホストファミリーとの別れの日，僕たちは早朝６時，

最初にマインブルクに来たときと同じグリース広場に

集合した。みんなホストファミリーと写真を撮ったり，

別れを惜しんで泣いたりしている人，ホストファミリ

ーと最後の話をしてハグをしている人もいた。さらに

は，マインブルクの景色を最後だからと写真に残して

いる人もいた。

僕が一番驚いたのは，このグリース広場に Moriya

→９３８１ｋｍという標識があったことだ。そして，

個人で別れを惜しみながらバスに乗り込んだ。帰り

のバスの中では，みんなホストファミリーについて

の話題で盛り上がったり，この事業に参加したなか

で一番楽しかったのは何かという話をしたり，みん

なそれぞれこの事業に対する様々な話題で盛り上が

っていた。とはいえ，朝６時に集合だったので，そ

こまでテンションが高いわけもなく，ホストファミ

リーとの別れの後ということもあって悲しみに沈ん

でいるような人もいた。

ミュンヘンの空港について，パリへ向かう飛行機

の中では，とても元気とはいえないムードだった。

パリへ着いたときには，もうこの事業は終わって

しまうという実感がわいてきた。（福岡佑基）

8 月 9 日 成田空港～帰国報告会

パリから成田空港の１２時間は早く感じました。

チェックインしたときチケットに書かれていた席番

号は１０から４０番台の人もいてみんなバラバラで

した。そのことを知った添乗員の松岡さんがチェッ

クインカウンターの人にお願いして，みんなの席を

できるだけ近くにしてくれました。機内食は和食か

洋食で選べましたが，日本食が恋しいのか和食を頼む人が多かったです。照り焼き

チキン，味噌汁などもでて，とても美味しかったです。

成田空港に着いて外に出た時，ヨーロッパとは違う日本の暑さが待っていました。

想像はしていたけれど少し驚きました。報告会では，初めの壮行会とは私達１２人

の雰囲気が違い，この研修で私たちは変わったんだなと感じました。（吉川優衣）
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8 月 17 日 事後研修

国際交流研修センターにて守谷市青少年海外派遣

事業の事後研修がありました。9 時 30 分からの反

省会では渡邊さん，飯島さん，大平さん，ヨークさ

んの話があり，その後，休憩を挟んで報告書資料の

確認をしました。11 時 30 分に解散式も終わりま

した。

午後は北守谷祭りを手伝いました。僕は，ヨーヨ

ーつりやフェイスペインティング，光るおもちゃ，

ソフトドリンクなどの売り込みをしました。その後，

ヨーヨーつりの担当をしました。（小菅寛生）

守谷からのプレゼント「大漁旗」

大漁旗は，昔は，海から帰

る漁船が陸の人たちに大漁を

知らせる合図の旗でした。遠

くから見てもよく目立つよう、

あるいは縁起を担ぐ目的で派

手な色彩や大胆な構図で描か

れることが多いです。現在は，

新造船の船主へ祝いとして親

戚や取引関係者から贈り物と

しても使われています。

今回，マインブルク市に送

るために作成した大漁旗は，

太平洋に面している茨城県大洗町の染色工房で製作されました。

この染色工房は明治時代から続いており，茨城県伝統工芸士に指定されている職人の手

作業で旗を作っています。また，こちらでは大相撲の国技館の入り口に飾られている力士

旗の製作も行なっています。

絵柄は豊かな富を象徴する宝船を選びました。宝船は珊瑚，金銀，財宝を積み込んだ縁

起良いものです。これからのマインブルク・守谷の両市の友好がより豊かに，実り多いも

のになるように願いを込めてこの絵柄を選びました。船の帆には両市の末永い友情を願い，

「友好」と記しました。また，背景には日本の象徴としてしばしば使われる桜・富士山を

選びました。鶴・亀は長寿と繁栄の象徴です。６月にユネスコ世界遺産に登録されたばか

りの富士山はマインブルク市民の皆様をご案内したこともありますが，その富士山に「守

谷市」という文字を入れました。

旗の上には日本語でマインブルク市と書かれています。この旗が多くのマインブルクの

皆様の目に触れ，両市の固い絆を感じていただけたら幸いです。
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派 遣 団 員 報 告 書

梅原 佳吾

渡邉 公輝

福岡 佑基

小菅 寛生

田中 稚子

中村 久留実

八反田 風子

井上 菜々美

藤森 里桜

三宅 優奈

吉川 優依

小島 かえで

渡邊 雄一（団長）

飯島 和美（引率者）
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異文化を知る。そしてこれから

茨城県立並木中等教育学校５年 梅原 佳吾

私はこの守谷市青少年海外派遣事業を通して，多くのこ

とを学び，感じた。そのうえで大きく四つのことを得るこ

とができた。

一つ目は，視野の広さである。この事業を通して私は様々

なものを見た。フランスのパリでは，フランス革命時のコ

ンゴルド広場とベルサイユ宮殿やナポレオンの時代の凱旋

門とシャクレクール寺院を観た。ドイツではルネサンス期

の絵やドイツの映画撮影所，ノイシュバシュタイン城を観

た。それだけでなく，パリもミュンヘンもマインブルクの

街並みすべてが，特徴的で印象的であった。これらのよう

なものを通して，日本と他国の文化的な違いを認識するこ

とができた。また，そこに住む人々の考え方や風習の違い

も知ることができた。

二つ目は，交流である。今事業で多くの人に会い，交流

し学んできた。特にホームステイでは，同学年のファミリ

ーしか英語でコムニケーションが取れず，他の方とは言語

の壁があった。しかし，言葉が通じなくとも伝えようとす

る意志さえあれば，理解でき分かり合えるのだと思った。

また，それと同時にそれが難しいことでもあった。自分の

気持ちが伝わらず焦燥感に駆られることもあった。だから，

これからさらに言語を学び，もっと多くの異なった文化や

考え方を持った人々と交流できるようになりたいと思った。

三つ目は，人との関わりである。今回のホームステイは，

守谷とマインブルクが長年に渡って続けてきた交流の一部

である。マインブルクの方々の寛容な態度と受け入れがあ

るからこそ，私は文化の違いを学ぶことができた。そして，

彼らとずっと交流したいと思った。国境を越えた出会いと

つながりを大切にしてこれからを生きていきたい。

最後は感謝である。人は一人では生きることはできない。

誰かと協力しなければ生きていけないのだ。この企画も数

多くの方々の尽力があったからこそ，私は多くのことを学

び感じることができた。この気持ちを忘れずに私もいつか，

後の時代の子に何かを残せるような人間になりたいと思っ

た。
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異文化体験と自分の課題

茗渓学園中学校３年 渡邉 公輝

海外派遣を終えて感じた「文化の違い」と「自分の課

題」二つのことについて書きたいと思います。

ドイツと日本の文化の違いで一番感じたことは，ドイ

ツの人はみんなフレンドリーだということです。みんな

で行った美術館や飲食店などでは，館内の人や店員さん

は日本ではありえないくらい明るく，フレンドリーに対

応してくれました。日本では逆にきちんと対応する方が

多いと思います。ホームステイ中もホストブラザーの友

達に会ったとき，絶対「フレンドリーな握手」をしてく

れました。初めて会った人なのに，なぜこんなにフレン

ドリーで welcome な感じなのかと不思議に思ったくら

いです。日本人ももっと真似してもいいのではないかと

思いました。個人的な疑問ですがなぜ同じ人間であり，

同じ地球という星に住んでいるのに，なぜこうした文化

の違いが出るのか，今後調べていきたいと思います。

次に自分の課題だと思ったことは，英語力がまだまだ

足りないということです。ホームステイ中，観光に行っ

たとき，ホストブラザーがドイツ語の説明を英語で訳し

てくれました。その時，だいたいの説明は理解できたも

のの，英単語が分からず完全に理解できないことがあり

ました。僕と一つしか年の変わらないホストブラザーで

さえ，自分の国の言葉のように英語を話していてカッコ

イイなと思いました。ドイツでは英語は将来のために，

とても大事な教科だということも教えてくれました。も

っと英語ができたら，もっとドイツを知ることができた

のではないかと思いました。これから，今以上に英語を

勉強して，もしホームステイさせてくれた家族にまた会

うことができたら，もっと会話をしてたくさんドイツの

ことを教えてもらいたいと思います。

今回の海外派遣ではホストファミリーと仲良くなるこ

とができ，「文化の違い」や「自分の課題」を見つけるこ

ともできました。

最後に今回の海外派遣を支援してくださった方々のお

かげでとても充実した派遣となったことを感謝したいで

す。
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惜しみながらの別れ

茨城県立並木中等教育学校２年 福岡 佑基

僕にとってこの事業に参加した１２日間はとても楽しい日々だっ

たと思う。

パリに着いてまず思ったのは，日本とは違い道のまわりにあるビ

ルが少ないということとまわりに山が全くなく，完全に平地だとい

うことだ。日本は山がまわりに多く建物がないところでは山ばかり

が見えるが，パリではとにかく山はなく平地だった。これが日本と

パリの最初に見たときの違いだ。しばらくしてホテルに着き，夕飯

を食べた後に水を買うためにスーパーに行こうと外に出たら，もう

午後８時だというのにまだ日本でいうと４時頃の明るさだったのだ。

これには一番驚いた。時計の時間を直し忘れたかとも思った。その

ときは，ただでさえ時差ぼけなのにこんなに明るかったら時間の感

覚がなくなると思った。とはいえ，やはり長い時間飛行機に乗って

いたので疲れていたのだろう，その日はやらなくてはいけないこと

だけを済ませてすぐに寝てしまった。

次の日はパリ市内を観光する日だった。僕はこの日を一番楽しみ

にしていたと言っても過言ではない。最初に僕たちはオルセー美術館に行った。

一番印象に残ったのはミレーの落穂拾いで，教科書に載っていたので印象に残っ

た。次に行ったのがコンコルド広場で，ここではまわりを囲んでいた銅像が印象

に残った。その次は凱旋門に行った。僕はこの凱旋門がパリで一番印象に残った。

なぜなら，よくパリの象徴として見たことがある凱旋門に登ることができたから

だ。生で凱旋門を見ることができたうえに上部に登ってパリ市内を見渡せたのは

よい経験になったと思う。そのあと昼食をレストランで食べた後，ノートルダム

寺院に行った。ここではステンドグラスが印象に残った。最後にエッフェル塔に

いってパリ市内の観光は終わった。

その次の日はベルサイユ宮殿の半日研修。特に鏡の間が印象に残った。庭園まで見て，その後昼食を

食べてからミュンヘンへ移動。ミュンヘンではイギリス庭園，アルテピナコテーク美術館，バーバリア

ンフィルムスタジオを見学した。その中で一番印象に残ったのは，アルテピナコテーク美術館で見た，

最後の審判だ。テレビなどで見たことはあっても実際に見たことがなかったので，印象深かった。

ミュンヘンからマインブルクにいって，そこからホームステイの楽しい６日間がはじまった。

僕はコルマンスペルガーさんの家にお世話になった。そこの家族の方たちと，６日間を過ごした。僕

たちは一緒に卓球をしたり，テレビゲームをしたり，時には鍾乳洞に一緒に行った。また，プールに行

って一緒に泳いだし，一番楽しくて印象に残ったのは一緒に湖に行って泳いだことだ。コルマンスペル

ガーさんのところの子供のアンドレアス君と湖でキャッチボールをしたこともよい思い出だ。彼らと生

活するときは，僕の片言の英語では限界があったが，身振りを交えたら通じたのでそれがうれしかった。

この事業はとても楽しく，そして勉強になったので，これからもこれを糧にしていきたい。
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初ヨーロッパで学んだこと

守谷市立守谷中学校１年 小菅 寛生

行きの飛行機でいきなり買ったばかりの電子辞書をな

くした僕は，青ざめました。でもホストファミリーはグ

ーグルの翻訳機能を使って僕とコミュニケーションを図

ってくれました。英語もドイツ語も話せない僕は本当に

助かりました。でも，伝えたいという情熱さえあれば，

気持ちは伝わることを今回の経験から学びました。

パリ観光では，凱旋門に登ったことが，一番心に残り

ました。パリの街並みを見て，感動しました。エッフェ

ル搭を手に乗せたような写真も撮りました。

ミュンヘン観光では，美術館のスタッフさんと写真を

撮ったことが心に残りました。

マインブルグでは，ホップ畑が高くて驚きました。ホ

ームステイでは，プールに連れて行ってもらったことが

一番楽しかったです。行く前は，うまくコミュニケーシ

ョンできるか心配だったけれど，ホストファミリー（ホ

ストブラザー）のアントン君は，僕のことをとても気遣

ってくれて，うれしかったです。

アントン君が USB に入れてくれた曲は，僕の宝物です。

弟のヨハネス君とは枕投げやけん玉をして沢山遊びまし

た。カメラの電池が切れた僕の代わりに沢山写真を撮っ

て CD を持たせてくれたブリギテ（お母さん）。朝ご飯を

一緒に食べたり，瓶のリサイクルに連れて行ってくれた

りしたエルンスト（お父さん）。絶対に彼らにまた会いた

いと思います。

ウェルカムパーティーでは，プールに入りました。飛

び込んだりして，おもしろかったです。フェアウェルパ

ーティーでは，ビーチバレーやサッカーなどのスポーツ

をしました。ダイビングしてレシーブできたのが嬉しか

ったです。

ぼくはこのメンバーでは最年少だったけど，高校生の

人たちとたくさん喋れてよかったです。

これからも頑張っていこうと思います。
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自分の世界が広がった研修

専修大学松戸高等学校２年 田中 稚子

私はこの研修を観光とホームステイの二つに分けて報告します。事前準備として，

観光もただ見るだけで終わらないよう本を読んだりして足りない知識を補いました。

ホームステイに関しては，英語力は短期間でどうこうできるものでもないので，ドイ

ツについて学んだりホストファミリーと連絡をとったりしました。実際に観光してみ

ると夢の中にいるようでした。今まで写真の中だけだった世界が，目の前に広がって

いるのです。不思議な感じがしました。もちろん，数々の建物や修道院，街並みは本

当に素晴らしかったです。凱旋門の上から見たパリの景色，ベルサイユ宮殿の華やか

さ，教会や修道院の言葉を失う美しさは忘れられません。

今回の研修で，二つの国に行けたことは幸いだと思います。すぐ次の国に行ったの

で感覚的に比較することができました。市内観光をしたのはフランスではパリ，ドイ

ツでは主にミュンヘンでした。同じヨーロッパでも違う国なのでやはり全然違う印象

を受けました。パリは歴史を強く感じました。建物も古いものが多く，当時のままの

街並みは本当に美しかったです。一方で，少しがさつな印象も受けました。道路には

ごみが沢山落ちており汚かったです。

ミュンヘンは歴史ある建物も目につきますが，近代的な建物も多い街でした。Benz

や BMW の本社ビルがそびえるキレイな街で，ごみはありませんでした。几帳面と

いわれるドイツ人を表しているかのように，道路は車道，自転車道，歩道としっかり

分かれていて感心しました。

ホームステイでは，市役所で初めてホストファミリーと対面するとき，お母さんが

「ようこそわかこ」と書かれた紙を持って迎えてくれました。家に行くと部屋のドア

にも「ようこそ」「わかこ」とそれぞれ慣れない習字で書かれており，お兄さんは日

本と書かれた T シャツを着てました。自分が本当に歓迎されていると感じとても嬉

しかったです。ホストファミリーは本当に私によくしてくれました。出掛けて夜が遅

くなる日には少し昼寝をさせてくれたり，何か必要か全て OK か常に気にしてくれました。私も辞書を持っていったのですが

向こうも辞書を準備してくれていて，お父さんはスマホで独和訳のアプリをとってくれていました。日本語の発音が面白いら

しく，そのアプリでよく遊びました。ある日の夕食後，テーブルにお父さんのスマホがありました。そのアプリが開いてあり，

少し疲れてる？と表示されていました。私に聞こうとしたのかと思うと，優しさに心が温かくなりました。お母さんはいつも

朝ご飯を作り私を起こしてくれました。ご飯はいつも美味しくて，好きな物を作ってくれました。ロマーナは英語が本当に聞

きとりやすく，楽しい日々を過ごせたのはロマーナのお陰です。家族がドイツ語で話しているとき，何か動きがあれば何を話

しているのか分かるときもありました。自分の名前が出た時は私の話をしていると分かるのですが，そうではないときもロマ

ーナが通訳してくれると私の話だったりすることがありました。すごく真剣に話していたので驚く反面，嬉しく思いました。

ドイツでの初体験はバイクです。バイクはお父さんの後ろに乗りました。少し怖かったですが風が気持ちよかったです。ホ

ストファミリーとの思い出はあげればきりがありません。色々な所に連れて行ってくれ，経験させてくれました。実の娘の様

に接してくれる優しくて温かく，そして，面白い素敵な家族でした。この感謝は一生忘れません。来年ロマーナと会う約束を

したので，英語をしっかり勉強して更に仲良くなりたいと思います。

最後になりましたが，この事業に携わる全ての皆様に感謝します。そして，今後，この事業が復活することを切に願います。
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夢のようなホームステイ

千葉県立柏南高等学校２年 中村 久留実

私はこの 12 日間とても素敵な経験をした。それは守谷と姉妹

都市であるマインブルクでのホームステイだ。成田空港出発後，

１２時間かけて到着したのは華の都パリである。そこから乗り継

いで 2 時間，やっとドイツのミュンヘンに到着した。

ドイツの街並みはメルヘンで日本にない可愛らしいものだっ

た。そこからバスで約 30 分，ついにマインブルクに到着した。

自分の家族にいよいよ会うのだ。みんな少しの緊張とわくわくが

あった。市役所でとうとうご対面。色々な家族がいた。友達の名

前と歓迎のメッセージが書かれたボードをもって迎えているホ

ストファミリーもいた。私のところはお父さんとダニエラが来て

くれた。優しそうなホストファザーと私と同い年に見えない，大

人びたシスターだった。解散して家に到着。そこでルードヴィッ

クとお母さんに会った。にこにこと迎え入れてくれた。それから

数日間私たちは穏やかで楽しい日々を過ごした。ただひとつ，言

葉の壁だけが気がかりだった。「ドイツ語を話せたらどんなにい

いだろう」とよく思った。生活の会話はほとんど英語，ところど

ころ上手く伝わらないこともあったが私は自分の英語力を過信

していた部分があったと思う。なぜなら，日本人よりもドイツ人

のほうがずっと英語を話せるからだ。当たり前のことだが，日本

人の語学力の低さを実感した。そしてホームステイ終盤，私たち

はノイシュヴァンシュタイン城を訪れた。シンデレラ城のモデル

になった有名な城だ。とても綺麗で圧倒された。中に入ると歴史

を感じる内装と装飾で造られていた。念願のノイシュヴァンシュ

タイン城に来られて本当によかった。

とうとうお別れの時がやってきてしまった。ここにくる前から

準備をしていたパーティー，私たちは涙ながらにフェアウェルパ

ーティーを成功させた。ありがとうを歌っている時，私の家族が

ギュッと抱きしめてくれて私も力強く抱きしめ返した。お父さん

は「また絶対に来るんだよ」と言っていて，私は「もちろん」と

応えた。ルードヴィックとダニエラたちには「ドイツ語話せるよ

うになったら，また絶対遊びに行くね。」と伝えた。二人とも快

く OK してくれた。本当に本当にありがとうと心から感動した。

私はこのことが刺激になり，色んな国の言葉を話せるようになり

たいと思った。まずは英語だ。これからの日本を引っ張っていけ

るように一生懸命自分にできることを頑張りたい。
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ドイツでの成長

茨城県立藤代高等学校２年 八反田 風子

今回のドイツの派遣が決まった時嬉しい気持ちと同時にホ

ームステイに対する不安な気持ちもありました。ホストファミ

リーに自分の伝えたい事がちゃんと伝えられるのか，ホストフ

ァミリーと打ち解けられるのか私は不安な気持ちを持ったま

ま出発することになりました。

フランスは私自身二回目ではありましたが，本当に素敵な

場所でワクワクしました。フランス観光最後の場所となったベ

ルサイユ宮殿は，以前私が家族旅行で来たときには訪れること

ができなかったのでとても楽しみにしていました。実際のベル

サイユ宮殿は自分の期待を上回り美しく壮大で感動しました。

フランス観光では感動の連続で，たくさんの歴史にふれること

ができました。

次に向かったドイツでは派遣のメインであるホームステイ

の対面式が行われました。初日は緊張してホストファミリーと

うまく話すことができず終わってしまいました。ですがホスト

ファミリーのリディアは本当に優しくて私が分かるようにゆ

っくり話してくれたり「お腹空いてない？」「困ったことがあ

ったら聞いてね」と気遣ってくれたのですぐに打ち解ける事が

できました。ホームステイ中の食事は日本とは違い，朝はとて

も質素で夜は外食だったり買ってきたお肉だったり手作りを

することが少ないんだなと思いました。ほかにもリディアはド

イツの色んなと場所へ連れて行ってくれたり伝統的な料理を

食べさせてくれたり，お菓子の作り方を教えてくれたりたくさ

んの事を私に体験させてくれました。私はかわりにリディアに

日本についてたくさんの事を伝えることができました。

最後のパーティーではリディアに感謝の気持ちを伝えるこ

とができたと思います。また，ドイツの同年代の子達と親交を

深めることができました。ドイツでの生活が本当に今までにな

いほど楽しくて日本には帰りたくない！と思うほどでした。出

発前にあった不安も消え，たくさんの思い出と体験ができて本

当によかったです。今後の私の目標としてはもっと日本を知り，

英語とドイツ語をもっと勉強してリディアやドイツでできた

友達にまた会いに行きたいです。そして親をはじめ支えてくだ

さった方々，また優しく私たちを迎えてくださったマインブル

クの方々に感謝したいです。
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初めての海外，初めてのホームステイ

茨城県立守谷高等学校１年 井上 菜々美

私はこのホームステイでとても有意義な時間を過せま

した。

私は今回が初海外という事もあり，出発前から行くの

がとても楽しみだった反面，不安も多かったです。しか

し，私にとってこの研修は始めて日本という国から出て

他の国に行く事によって，とても貴重な経験となり一生

忘れられない思い出となりました。

12 時間という長い長いフライトの後，やっと着いたフ

ランス・パリ。パリの街並みはすごく華やかでさすが花

の都と言われるだけありました。パリ市内観光ではテレ

ビや写真で，何回も見たことのあるエッフェル塔や凱旋

門，そして，ベルサイユ宮殿を初めて自分の目で見た時

はとても感動しました。パリ市内観光が終わり，飛行機

に乗りパリを発ちドイツ・ミュンヘンへ。

ミュンヘンはパリの華やかさとは一変，とても静かで

穏やかな所でした。ミュンヘン市内観光で特に記憶に残

っている場所はアルテピナコテーク美術館です。そこに

は，多くのキリスト教関連の絵が多く展示されていまし

た。その中でも特に印象に残っているのは，同じキリス

トを描いているのに人によって別のものに見えてしまう

事がとても感動的でした。ミュンヘン市内観光が終わり

マインブルグへ。

そして，ついにホストファミリーとの緊張の初対面。

英語が通じなかったらどうしようという不安がありまし

たが，とてもゆっくり話してくれたり，分かりやすく説

明してくれたりして，聞き取る事，理解する事が出来ま

した。英語で会話できた事はすごく良い経験となりまし

た。そして，ホストファミリーに色々なところへ連れて

行ってもらいました。プールに行ったり一緒にショッピ

ングを楽しんだり，毎日がとても楽しかったです。お別

れのときは本当に悲しかったです。

もう一度ドイツに行きたいです。そして，ホストファ

ミリーに会いに行って，もっともっと多くの思い出を作

りたいです。

本当に今回の研修に参加できてよかったです。
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感謝と優しさを学んだホームステイ

茨城県立土浦第一高等学校１年 藤森 里桜

私はこの事業から沢山のことを学び，素晴らしい経験

と思い出を手にしました。一日日々が充実したもので，

新たな発見の連続でした。その中でも特にホームステイ

は私にとってかけがえのない思い出の一つだと思います。

今回の事業において，一番楽しみで一番不安なのがホ

ームステイでした。文化も言語も違う人たちといきなり

家族として生活する。しかも言葉が思ったように伝わら

ない可能性が大きい。その不安が次第に楽しみという気

持ちに勝り，初めて会うときにはガチガチに緊張してし

まったのを覚えています。しかし，ホストファミリーか

らとても温かく迎えてもらい，その不安は一日にして消

えました。その後の生活においても，ホストファミリー

の言葉の壁を超えるほどの優しさのおかげで不自由を感

じたことは一度もありませんでした。言語や文化を越え

て通じあうのは，そういった優しさや気持ちなのだろう

と思います。

このことは私の価値観を変えました。英語において大

切なのは正しい文法や語彙力であり，今回も英語の上達

につながればいいなという気持ちがありました。もちろ

ん，そういったことも重要です。もっと英語が話せるよ

うになりたいと強く思いました。しかし，それ以上に伝

えようとする思いやどうしても伝えられないときは相手

を思いやることが，本当のコミュニケーションをとるに

は必要不可欠だと思います。言葉が思うように通じない

からこそ人の優しさを感じることが出来ました。

また，感じたのはホストファミリーの優しさだけでは

ありません。家族のもとを離れて海外にいくのは私にと

って初めてのことでした。この事業に参加したのも家族

のサポートがあったおかげです。私はホームステイ中，

この二つの家族の優しさを深く感じました。

他にもたくさん思い出や学んだことがあります。この

事業に参加してよかったです。また，この機会を与えて

くださった全ての人に感謝しています。この経験が生か

せるように努力していこうと思います。
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ホームステイをして

茗渓学園中学校３年 三宅 優奈

私は今回の派遣事業で貴重な体験ができたとともに，成長

できたと思います。

私たちは成田空港からパリへ行き観光しました。パリの石

畳の道路や建物，教会はとても美しかったです。

ミュンヘンに行った時に見た市役所の大きさと華やかさ

にはとても驚きました。そして，この事業のメインである

ホームステイのホストファミリーとの対面は緊張しました。

私はもう一人の派遣団の子と同じだったので心強かった

のですが，うまく話せるか不安でした。でも，ファミリー

の方が優しく聞いてくれてうれしかったです。私がステイ

した家はとても広くて，そこの家の庭でウェルカムパーテ

ィーをやりました。初めはみんな派遣団員どうしで話して

いて，ファミリーの方と話せなかったのですが，ご飯を食

べ終わった後みんなで庭のプールに入った事がきっかけと

なり一緒に遊び打ち解けられるようになりました。また，

庭でバトミントンやビリヤードをやりました。私はビリヤ

ードはやったことがなかったけど丁寧に教えてくれて少し

出来るようになりました。その後，みんなでトランプした

り，焚火のまわりに集まりマシュマロを焼いて食べたりと，

とても楽しい時間を過ごすことができました。

ステイ期間は，ゲームやショッピング，ビアガーデンに行

きました。また，ドイツで虹を見ることができて得した気

分でした。私はあまり英語が話せなくて色々な事が伝えら

れなくてもどかしかったです。

フェアウェルパーティーでは，ダンスを練習したのにミス

してしまいましたが精一杯がんばったと思います。サンキ

ューメッセージと「ありがとう」を歌った時，今までのこ

とを思い出して思わず泣いてしまいました。歌詞のサビが

私の気持ちにあてはまり，感謝の思いで胸がいっぱいにな

りました。

今回の事業で言葉が違くても仲良くなれる，けれどもお互

いを理解するにはやはり共通の言葉が必要だと強く思いま

した。私はまたドイツに行ってホストファミリーと会いた

いので，英語を話せるように頑張りたいと思いました。
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最高の宝物

守谷市立御所ケ丘中学校３年 吉川 優衣

出発の朝，私は４時に起きました。あまりにも楽しみで市役所

に行く３時間も前に起きてしまいました。

１２時間の飛行を終え，私たちはパリに着きました。パリのス

ーパーは怖かったです。レジの定員さんがフランス語しか話すこ

とができなくて通じませんでした。でも，ホテルの人は優しく，

朝食はとても美味しかったです。朝食は毎日バイキングで，昼食

と夕食はすべてコース料理でした。私は少食なのでたくさん残し

てしまいました。パリ市内研修で一番印象に残ったのは，凱旋門

でした。とっても大きくてその壁にはたくさんの文字がかかれて

いて感動しました。その凱旋門の上からのパリ市内の景色は少し

曇ってはいたけれど，素晴らしかったです。とっても大きくて綺

麗なベルサイユ宮殿をみてから飛行機に乗りミュンヘンに着き

ました。

ミュンヘンのホテルでは，プールに入ったり夜みんなで部屋に

集まって遅くまでお話をしました。今回の団員の１２人はとても

面白い人ばかりで，派遣中は楽しかったことしか覚えていません。

でも，やっぱり一番の思い出はマインブルクでの生活でした。

マインブルクに着いたとき，市の皆さんはとても温かく迎えて

くれました。ホストファミリーと対面した日の夜，ウェルカムパ

ーティーがありました。プールやビリヤードをやってとても楽し

いパーティーとなりました。そんなパーティーが終わってホスト

ファミリーと家に帰り，まず２日間ホストファミリーと過ごしま

した。買い物やパーティー，ホップの博物館などに行って楽しい

時を過ごしたけれど，その２日間は家でホストファミリーとあま

り話すことができませんでした。ここへ来る前，ホストファミリ

ーとたくさん話すと想像していた自分にとって少し悲しいこと

でした。でも，ノイシュバンシュタイン城に行った３日目の夜，

私のホストファミリーがリビングに呼んでくれて話すことがで

きました。私は嬉しくてたまりませんでした。持ってきた写真を

みせたり，ドイツのドラマをみたりしました。

このホームステイは私にとって「試練」であったけれど，忘れ

られない大切な思い出になりました。このような体験をし，私は

とても成長できたと思います。また，夢の幅が広がったように思

います。この派遣に参加できて本当に良かったです。
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私は机の上では学べない事を

たくさん学んで帰ってきた

江戸川学園取手中学校２年 小島 かえで

私は悲しかった。それは国を越えての｢別れ｣を経験した

からだ。私は日本人の友達と｢別れ｣を経験したことが数

回あるが，今回の｢別れ｣は重みが全く違うものだった。

日本と 9000km という遠い場所にあるマインブルク市。

日本国内のような気持ちではなかなか行くことの出来な

い距離である。もう一生行くことが出来ないかも知れな

い。その中での｢別れ｣はとても辛いものである。

ホストファミリーの中で私は充実した 1 週間を過ごす

ことが出来た。自分の下手な英語をしっかり聴いて，私

に分かるように話してくれたホストファミリーには感謝

の気持ちで一杯である。また，私はホームステイを通じ

て自分の弱さに改めて気付かされた。自分は自分勝手で，

わがままで人の事をろくに考えられない奴だと自分の実

の家族と離れて，他の家庭の中でその家族の一員として

生活をするとよく分かる。

私が学んだ事はそれだけではない。私はマインブルク

市と他の場所との違いを発見した。それは市民全体が家

族みたいだった，ということである。マインブルクの人

は色々な人に大きな声で挨拶をしている。大人から子供

まで全員が，また，家族との仲も良かったと思う。よく

私の年齢は｢反抗期｣と呼ばれ，大人，特に家族に反抗し

てしまう時期だと言われる。しかし，マインブルクの私

と同じ年齢の子供達は親に反抗する様子もなく，親とと

ても仲が良い。友達と遊びに行くときも親が一緒にいる

という光景をマインブルクでは多く見られた。

誰かが困っていると誰かが手を差し伸べてくれるそん

な市だった。私はそんなマインブルク市民の中で大きく

成長したと思う。私は守谷市やその他の色々な機会で，

この貴重な経験を生かしたいと思う。

最後に，このようなすばらしい機会を私に与えてくれ

た守谷市，マインブルク市の方々，ホストファミリー，

自分の家族には感謝している。私は机の上では学べない

ことをたくさん学んで帰ってきた。
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マインブルクでの想い

団長 守谷市国際交流協会 渡邊 雄一

今回応募した中学生高校生は３８人である。応募した全員が

目的意識，目標をしっかり持っていたのが印象的であった。そ

の中から２次にわたる選考を経て，１２名（中学生６人，高校

生６人：男子４人、女子８人）が派遣された。派遣の目的は広

い視野を持ち，国際感覚を養い，国際交流に積極的に関われる

素養を得ることにあるが特にホームステイを通してこれらの

目的は達成できたと思われる。

これには何より姉妹都市マインブルク市当局者，ホストファ

ミリーの彼らに対する対応が遠方からの親族，親友と遜色がな

いことに起因する。

これに対して団員は，素直に自分を表現していたがマインブ

ルク側も同様で，心と心の通い，結びつきが促進された。

訪問したドイツ国からは，日本が明治時代，近代国家に向け

てスタートした際に，国会開設，憲法制定，国軍の創設，医学，

高等教育等の分野で教授を受けたことはよく知られている。今

回訪問したミュンヘンには，医学，文学の分野で改新に取り組

んだ森鴎外，満鉄及び鉄道院総裁，外務大臣，東京市長等を歴

任した後藤新平等が留学して日本の近代化に貢献している。

２度の大戦をはじめ厳しい歴史を刻んできた経緯と規律あ

る国民性などは日本と相通ずるものがあるのかもしれない。

現在，日本は日常生活を含めて様々な分野でアメリカ合衆国

の影響を受けている。短期間のマインブルク滞在ではあるが，

自らの国，独自性を大切にしている国民性を肌で感じ，日本が

いかに個性を失ないつつあるかを実感する。

団員がホームステイを通して身近な生活の違いを肌で感じ，

五感を働かし日本の，そして，自分の生活の中で何を受け継ぎ，

何を大切にしなければならないかを考えることができれば目

的の一つがクリヤーできたといえる。受け止め方，感じ方は即

刻的なもの継続的なもの後発的なものがあるが，マインブルク

で得られたものは時の経過とともに広く深く浸透していくこ

とと思う。

歓迎パーティーでプールに共に飛び込み，戯れで始まったホ

ストファミリー同年代との交流。さようならパーティーで涙の

抱擁は感動的であった。この感激をベースにこの思いを具現化

し，将来に生かしていくにはそれなりの創造，努力が求められ
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るが，単なる涙の別れに終わって欲しくないと思う。

マインブルクのホップ畑，牧草畑が広がる牧歌的な光景，土

地に根差した食生活，それに伝統を生かした町づくりなどに

「ゆとり」を感じる。

人は旅に出ると，眺め，感じ，考える立場に立つと言われる

が，生き方，在り方を考える貴重な場と時間であった。サポー

トされた方々に感謝したい。

（付記：見聞録）

（１） 自然編

○ドイツアルプスの山岳地帯を除くと，ほぼ平坦な地形であ

る。その中にあって上部が平坦な列状の丘陵が見られる。

氷堆丘で日本にはない氷河地形である。パリでは凱旋門の

屋上から，典型的なモデルのようなケスタが遠望された。

ドナウ川は国際河川，中流河川の特徴を持つ。

○気候は冷帯の大陸性混合林気候に属する。夏の日較差は１

０℃内外で大きい。樹木は白樺，ナナカマド，シラビソ，カラマツ，ツガ，ミネカエデ

など日本では標高２０００メートルの高地に生育するものが多い。その一方で，コブシ，

松，菩提樹，トチ，なども目に入り，ツリフネやアザミに懐かしさを感じ，トリカブト

には驚く。

（２）産業編

○ドイツは２０２２年までに原子力発電から脱却することを市民，政府が共に選択したが

不足する電力は，原子力発電が国の発電量の７７％を占める原子力発電大国のフランス

から調達する。農地に大規模なソーラーパネルが走行する車窓から目に入る。特に，休

耕地の多くはパネルで覆われている。太陽光の開発技術で世界をリードしようとする意

気込みがある。日本よりも風が弱い地域にも拘らず風力発電の風車も多い。日本では原

子力発電の代替として課題はあるにせよ，積極的に自然エネルギーの活用を取り組むべ

きとドイツの在り方をみて強く感じる。

Landshut に行った折，原子力発電所から巨大な蒸気が吹き上げているのが望めたが

地域住民の不安はいかばかりか。ジビレさんは放射線が怖く野菜はスーパーでは購入せ

ず，友人の新鮮な野菜を譲り受けている。マインブルグで日本に関する最大の話題は，

福島の原発事故であった。

（３） 交通編

○アウトバーンの道幅は日本の高速道とほぼ同じで，ＵＳＡのものよりは狭い。バイエル

ン州の青と白を車のエンブレムにした BMW，国民車フォルクスワーゲン，アウディ，

ベンツなどがスムースに走行，国産車を愛用している様子が窺える。アメリカ車は見か

けないが，トヨタ，ホンダ，スズキ，三菱などが時々目に入る。稀に時速２００km を

超えるスポーツカーが抜けていくが，多くは流れに沿って走行している。速度制限は原

則ないが市街地などには制限があり，ドライバーは静かに運転する。日本では一般道で

速度を順守する車は皆無だが，ここではマナーの良さが際立つ。人，自転車，自動車の

通行分離は徹底している。
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再会，感動のマインブルク

引率者 守谷市役所市民協働推進課 飯島 和美

今回の海外派遣事業は担当者として，引率したいと考えていまし

た。昨年の４月に守谷市市制 10 周年記念式典が中央公民館で開催

されました。式典に参加するために姉妹都市であるマインブルク市

副市長，シェーンフーバーさん他２名が来日され，その際に国際交

流の担当者として成田空港やホテル等の送迎を行った事，派遣事業

に関する旅行会社との打ち合わせも行っていたこともあり，是非，

引率者として参加をし，マインブルクで副市長，シェーンフーバー

さんに，再会したいと考えていました。

７月２９日，壮行会も終わり，送迎バスにて成田に向かい空港で

搭乗券を受取り，セキュリティチェックを行い出国審査でパスポー

トの提示をすることによって，これから１２日間の海外派遣が始ま

ることを改めて実感しました。そして，１２時間もの長いフライト

で到着した場所は，フランス，シャルルドゴール空港でした。今回

で７回目になるドイツへの派遣事業であるが，今回はドイツだけで

はなくフランスも派遣国に含まれ，フランス，ドイツ，両国を渡航

するスケジュールでした。

フランス，パリ１日目では長旅の疲れがあったかと思うが，見る

ものが新鮮で団員達も目を輝かせていました。オルセー美術館では，

ゴッホの自画像，ミレーの落葉拾い，モネの睡蓮等，絵画に詳しく

ない自分でも分かる絵があり，絵の奥深さ，色遣いに見入っていま

した。凱旋門では屋上に登れる事を知っていたので，添乗員さんに

お願いし，この日のスケジュールを変更していただき凱旋門の屋上

に登る事ができました。螺旋階段を登り地上５０ｍからパリの街並

みが一望できる景色は圧巻であり，シャンゼリゼ通りを始め１２本

もの通りが放射状に延びている風景を団員達もデジカメに収めて

いました。この他にも，コンコルド広場，ノートルダム寺院，エッ

フェル塔を眺めるトロカデロ広場を見学しました。２日目はヴェル

サイユ宮殿を見学。ヴェルサイユ宮殿はルイ 14 世が建造した宮殿

でありフランス絶対王政の象徴的建造物ともいわれ，広大な庭園や

色鮮やで豪華な鏡の間など，見事なものでした。そして，この日の

夕方にドイツ，ミュンヘンへ到着しました。

ミュンヘン観光，英国庭園入口近くで人が群がっており，その視

線の先にはイーザル川から引いた小川でサーフィンを楽しんでい

る大勢の若者で歓声が沸いていた。日本では見られない光景であり

地元では有名な観光スポットのようであった。その先へ進んで行く
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と日本がミュンヘンオリンピックの開催記念に贈った日本茶室の建物があり

周辺のカエデが雰囲気を作っていました。その後，アルテ・ピナコテーク美

術館へ，この美術館は 15～18 世紀の絵画，レオナルド・ダ・ヴィンチなど，

印象に残る絵が数多くありました。そして，ミュンヘン新庁舎へ，新庁舎と

言っても１００年以上前に建てられた庁舎で大きな仕掛け時計が回転しなが

ら華麗なダンスや演奏で私達を楽しませてくれました。

８月２日，本日はいよいよマインブルクです。ホテルで朝食を済ませた後，

バスでマインブルクヘ向かいました。アウトバーンよりマインブルクの標識

が見え始め，一般道へ入り背の高いホップ畑が周辺に見受けられる

ようになると，不安や緊張からか団員達の口数が少なくなったよう

に感じました。そして，マインブルクへ到着。市の担当者シュレン

マーさんに迎えられ，対面式会場へ案内されました。ライザー市長

は夏季休暇中で代わりにラングウィザー副市長より歓迎の言葉を

いただき，渡邊団長より感謝の言葉を伝えました。団員達も一人一

人あいさつを行い，優しそうなホストファミリーと対面し，それぞ

れの滞在先へ向かいホームステイの始まりです。対面式では現地在

住で医師の大室先生が通訳をしてくださいました。この日の夜にウェルカムパーティーが，ホスト

ファミリーのバウアーさん宅で開催され夜遅くまで交流を楽しみました。

渡邊団長と自分のホームステイ先は，１年ぶりに再会できたシェーンフーバーさん宅で，大変お

世話になりました。朝食はテラスでコーヒーを飲みながら，昼食には中庭でバーベキュー，夕食は

近所のビアガーデンと，マインブルクでの時間はのんびりと感じました。また，レーゲンスブルグ

や夫マーティンさんの趣味であるハンティングができる草原を見て回り，偶然にも野生の小鹿に出

会いました。ホームステイの後半には，団員達と各ホストファミリーと一緒にノイシュヴァンシュ

タイン城やドナウ川でのクルーズに出掛けました。久しぶりに会った団員達は，ホストファミリー

と一緒にふざけあっている姿を見て安心しました。

マインブルクを発つ前日になり，フェアウェルパーティーが開催されました。今まで１か月以上

練習してきたダンスパフォーマンスは遺憾なく発揮されました。また，雑巾がけレースではホスト

ファミリーも一緒に楽しむことができたと思います。特に団員一人ずつホストファミリーへのサン

キューメッセージでは涙で言葉が詰まっている団員もいました。最後に『ありがとう』を歌いなが

ら一人二人とサンキューメッセージをホストファミリーへ手渡し抱合っている姿を見ていると目

頭が熱くなっている自分がいました。

別れの朝，早朝にも関らずラングウィザー副市長，シュレンマーさんも見送りに来ていただきま

した。団員達はお世話になったホストファミリーと涙ぐみながら抱合い，別れを惜しんでいました。

バスが動き出してもお互いに手を振り続けている光景と見ると，きっとそれぞれの家庭で，素晴ら

しい時間を過せたのだろうと確信しました。今回の派遣事業で，外国の人と交流する楽しさを身を

持って実感できたと思います。この経験を生かし自分の夢を実現させてください。

最後に大変お世話になったマインブルク市長をはじめとする市関係者，温かく私達を迎えてくだ

さったホストファミリーの皆さん，事前研修からご協力をいただいた守谷市国際交流協会の方々に

お礼を申し上げます。また，出国から帰国まで派遣団員１４名をサポートしてくださった添乗員の

松岡さん，そして，事前研修以前から事後研修の最後まで支えていただいた渡邊団長，市民協働推

進課の皆さんへ感謝を申し上げ，報告とさせていただきます。
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フェアウェルパーティー プログラム

（表紙）

（ダンス）

（プログラム）

（アルゴリズム行進）
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（アルゴリズム行進）

（雑巾がけリレー）

（雑巾がけリレー）

（歌詞：ありがとう）
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（歌詞：ありがとう）

（団員名簿）

（団員写真）

（裏表紙）
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マインブルクの新聞に掲載された記事
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２０１３年８月５日

マインブルク市役所で日本人訪問団を歓迎

姉妹都市守谷の青少年海外派遣団は「ホップの市」（＝マインブルク市）へ来市。

マインブルク市へ，姉妹都市守谷の１２名の青少年海外派遣団員は金曜日，３名

の引率者と来市した。現在はホストファミリー宅に泊まっている。

ラングウィーザー・ハネローレ副市長，市役所の国際交流担当者，シュレンマー・

インゲ氏，市の行政長，ハリーダー・ゲオルク氏と市議会議員は派遣団を市役所で

歓迎した。

上の写真：木曜日まではホストファミリーに泊まっている姉妹都市守谷市からの

青少年が「ホップの首都」にいる。

ラングウィーザー副市長は歓迎式典で「日本から訪問団が来市してくれたことは

嬉しいことで，今回は若い人達の訪問団なので，特に楽しみです。また，訪問団を

受け入れるホストファミリーの存在なしでは，この様な交流プログラムは行えない。

ホストファミリーには大変感謝している。」と話した。最初の挨拶は日本語で話した

上で，訪問者一人ひとり小さな歓迎プレゼントを渡した。

派遣団員も「ホップの市」に来市し，ホストファミリーとの生活に期待している

ような雰囲気であった。引率者は「マインブルクヘ来市して，このような歓迎を受

けて大変嬉しく思います。また，バイエルン州の見所も楽しみにしている。」とドイ

ツ語であいさつを行った。

金曜日の夕方よりバウアー氏の家庭で行われたウェルカムパーティーと青少年が

それぞれのホストファミリーと過ごした週末。（左の写真：２４時間水泳レース参加）

小島さん（左）と２人の友達。

５日は訪問団の皆さんが一番見学したいと言っていた，ノイシュヴァンシュタイ

ン城に観光予定で，７日にはケールハイムからウェルテンブルク修道院までのドナ

ウ川クルーズがあり，その後は，市の音楽学校でフェアウェルパーティー・フェア

ウェルディナーが企画されている。残念ながら木曜日はもう帰国の日で，早朝にミ

ュンヘン空港へ出発する。
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ホストファミリー宅での日独パーティー

姉妹都市守谷の青少年はバイエルン州で天候にも恵まれ，素晴らしい日々を過ご

している。もちろん，観光にも色々と出掛け，また，パーティーでは副市長他，ホ

ストファミリーとゆっくりと食事をしながら話す時間も十分に持てた。

その一つは，モエリケ通りにあるバウアー氏夫婦の綺麗な大きな自宅に派遣団員，

ホストファミリーを招待し日独ＢＢＱを行った。この日は，夜遅くまで２０度以上

の夏らしい一日で，生徒達は水泳用のプールに入って遊んでいた。（上記：写真）同

時にＢＢＱグリルでは様々なご馳走が出来上がり，参加者は大いに食べて，大人達

はビールを飲み楽しんでいた。
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日本の若者は有名なノイシュヴァンシュタイン城

以外のバイエルン州も体験した

姉妹都市守谷市の青少年はドイツ文化に触れた

マインブルク市守谷市の日独交流が再度行われました。先週１２人の青少年がホ

ップの市（＝マインブルク市）に来市し，ドイツとドイツ人の生活を体験した。も

ちろん，ドイツに来る日本人なら誰しもノイシュヴァンシュタイン城（ルートヴィ

ヒ二世により建築）が行ってみたい場所に挙げるところではあるが，団員達はマイ

ンブルクに来市して，バイエルン州にも色々な魅力があると理解した。

訪問団が金曜日，大会議室に来庁した。ライザー市長は夏季休暇中のため，ラン

グウィーザー・ハネローレ副市長が姉妹都市守谷市の青少年１２名，引率者２名，

添乗員１名，そしてマインブルク市のホストファミリーの皆さんに歓迎の言葉を伝

えた。また，対面式でマインブルク病院の元医長である大室オサム博士に通訳をお

願いした。

市役所前の階段で皆さんと一緒に撮った写真の後，ホームステイが始まった。

若者はその後，ドイツ文化とドイツの日常生活を体験し，前回の記事でも述べた

とおり，おそらくドイツのことを好きになるだろう。初日の夕方には日本人とドイ

ツ人の皆さんがバウアー氏宅で，ウェルカムパーティーに参加した。綺麗で大きな

庭なので，参加者は驚いていた。夏の暖かい夜であったのでプールで泳いでいた人

も大勢おり，夜遅くまでのバーベキューパーティーになった。

土日の二日間は各ホストファミリーで過ごし，それぞれ受け入れた青少年とドイ

ツの家庭，日常生活を体験した。もちろん，観光にも出掛け，スポーツに参加した

団員もいた。日本人の派遣団員の小島かえで氏はホストシスターのホーフバウア

ー・アナ氏と共に水泳の２４時間レースに参加し，優れた結果＝銅メダルを獲得し

た。

月曜日のノイシュヴァンシュタイン城への観光は早朝７時の出発となった。

団員達は綺麗なお城の姿を見ることが出来て非常にラッキーであった，なぜなら

ば，ノイシュヴァンシュタイン城「メルヘンのお城」を修復させようと数年間工事

のため外観を損ねていた建築足場が数日前になくなったのだ。

ノイシュヴァンシュタイン城の見学は日本語のツアーもあり，団員達も理解して

いた。その後，ランチとヴィース巡礼教会の観光をしにシュタインガーデンへ移動

した。オーバーバイエルンの色々の観光が出来た後，夕方にマインブルクに戻った。

火曜日については，また，ホストファミリーとともに過ごす日であった。

水曜日の午前は派遣団員とホストファミリー達とでバスで，ケールハイムに行き

「ルートヴィヒ」という船に乗りウェルテンブルク修道院まで，ベフライウングス

ハレという国民記念碑を右手に見ながらドナウ川クルーズを楽しんだ。

午後は青少年と引率者がマインブルク音楽学校のコンサートホールに集まり，フ

ェアウェルパーティーの練習を行った。
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夏休みを取っているライザー市長の代理，ラングウィーザー・ハネローレ副市長

の短い挨拶後，１７時過ぎにフェアウェルパーティーは始まった。日本人の若者は

様々なゲーム・ダンスを行い，ドイツのホストファミリーの皆さんとゲーム等を楽

しんだ。

副市長は最後にも挨拶をし，団員達の丁寧さ，親切さ，規律の良さに感謝した。

また，姉妹都市守谷の青少年を自宅に受け入れたホストファミリーにも感謝をした。

忘れられない一週間の最後に皆さんと一緒に音楽学校のベランダで美味しく夕御

飯を食べた。

木曜日の早朝，６時はお別れの時間であった。日本人の青少年は仲良くなったホ

ストファミリーと別れたくなさそうで，抱き合っている姿が見られ，団員達もホス

トファミリーも涙を流していた。何人かの青少年はバスに乗ったら「We will come

back」と約束した。時間通り６時３０分にバスがミュンヘン空港へ出発した。また，

１０時５分に成田空港への飛行機が出発した。

次の月曜日「団員全員が無事に帰って来ました。全然眠くなさそうだ。」というメ

ールがマインブルク市役所に届いた。むしろ，若者たちは上機嫌ですぐにマインブ

ルク，ホストファミリー，ヨーロッパの経験を話した。

写真：日本人の若者は，観光地のひとつヴィース巡礼教会ばかりではなく，多様な

バイエルン州の文化と伝統に触れた。
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編 集 後 記

今回で２３回目となる守谷市青少年海外派遣事業。今回の派遣国はフランス（パ

リ），ドイツ（ミュンヘン,マインブルク）とヨーロッパの異なる２つの国を訪れた

青少年の皆さんは，フランス，ドイツとの雰囲気の違い，今までにないような体

験や感動で価値観が変わったことと思います。中でもホームステイでの経験は皆

さんがこの報告書に書かれたように，本当のドイツ，ドイツ語，特に英会話を肌

で感じたことでしょう。

今年度の派遣団員の皆さんは，事前研修当初，人の話を聞くように，相槌，相

手に意思が伝わるようにと，何度か注意をされていたことを思い出します。

その後の事前研修では，フェアウェルパーティーで着用するポロシャツのデザ

インや披露するダンス（Kyary Pamyu Pamyu の Kyary ANAN や High School

Musical“We’re all in this together”）を自分達で振り付けを考え，繰り返し練

習していたこと，ドイツ語の練習を真剣に取組んでいたこともあり，フェアウェ

ルパーティーでのパフォーマンスやホストファミリーと一緒に行った雑巾がけリ

レーを含め，大変盛り上がったと聞いています。

帰国後の事後研修では，皆さんの顔つきも変わり，少し大人になった気がしま

す。ＭＩＦＡ（守谷市国際交流協会）が行った夏祭りの出店の手伝いにも積極的

に参加し，今後の活動が楽しみです。団員の皆さんには参加した仲間との交流は

もちろんのこと，遠く離れたドイツ，マインブルクの新しい家族・友達との交流

を是非，続けてほしいと思います。そして，この事業で得た『心のふれあい』を

忘れずに次のステップに役立てていただき，活躍されることを願っています。

最後になりましたが，団長として研修から積極的に御尽力いただきました，渡

邊さん，そして団員の選考から研修まで御協力いただきました，守谷市国際交流

協会の皆様に心から感謝申し上げます。

守谷市役所 生活経済部 市民協働推進課


